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T05a 銀河団中の高温プラズマにおける制動放射過程の断面積の解析的近似式
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最近、多くの銀河団からＸ線の放射が観測されている。Ｘ線放射の原因の１つとして、銀河団中の高温ガスに
よる制動放射があげられる。この放射率を求めるには Gaunt factor が必要である。今、高温プラズマの温度 T
を 106 − 108.5[K]、高温プラズマ中に存在する原子あるいはイオンを原子番号が 1−28番まで、光子のエネルギー
を h̄ω/kBT = 10−4

− 101とする。我々は、非相対論厳密解を用いた方法と、Bethe − Heitlerの方法をCoulomb
力による波動関数のゆがみの補正として Elwertによる補正を行なった方法を用いてそれぞれ Gaunt factor を計
算した。

今回は２つの方法で求めた Gaunt factor を接続し、以下のような形の fitting 式を求めた。
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その結果、我々はほぼすべての範囲で誤差が 0.1%未満という非常に高い精度で fitting 式を得られた。


